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令和元年度　小・中学校における環境教育の取組み


家庭科（第３学年）


テーマ〖消費・環境川柳を書こう〗


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寝屋川市立第五中学校　








≪学習のねらい≫


　・消費生活分野の学習を踏まえ、自分の消費生活が見知らぬ国の誰かの生活や地球の環境と


つながっていることを理解し、より良い消費者になろうとする姿勢を育む。


≪学習の流れ≫


　実施時期　　４月　～　１０月


�
学習活動の主な内容�
指導のポイント�
�
１


家庭科�
私たちの消費生活


・物資とサービス


・契約とは何か


・悪質商法


・消費者の権利と責任�
■消費生活に関する基礎的な知識を学ばせる。


■自らの消費行動は、世の中とつながっており、責任をもたなくてはいけないことを確認する。�
�
２


家庭科�
消費生活と環境


・グリーンコンシューマーになろう


・フェアトレードとは何だろう？


・電気の消費と水の使用�
■環境に配慮した消費者(グリーンコンシューマー)になるための


１０原則を知らせる。


■コーヒーなど身近な食品を教材として提示する。�
�
３


家庭科�
消費・環境川柳を書こう


・これまでの学習を踏まえ、消費や環境に関する川柳を考える。





完成した川柳を文化祭で展示する。�
■身近な生活や環境のことを考えたより良い消費者になるために、自分の考えをはじめに書かせ、それを元に川柳として表現する。�
�
≪活用したプログラムや教材、ゲストティーチャー　等≫


　・東京書籍　新しい技術・家庭科(家庭分野)


　・消費者庁啓発動画「悪質商法ネタばらし」


　・特許庁ホームページ「正直引いた。ニセモノを買う友達に。」


　・寝屋川市立消費生活センターパンフレット「いいね！消費者ライフ」


≪成果≫


　・生徒たちは、「自分の何気ない行動が、発展途上国の人々の生活や


地球環境と関わっているということを知ることができた」「環境に


配慮することと、自らの生活を構築すること(経済的な面など)は、


バランスが難しく、しっかりと考えてお金を使える大人になりたい」


などの感想がみられるなど、自分の消費生活と環境との関係について


しっかりと考えることができた。


　・文化祭で全員分の川柳に番号を付けて展示し、投票を行った。在校生とともに保護者も熱心に見て投票をしており、消費や環境に対する関心が高まった。


　・授業後、「スーパーでカフェオレを買った時に、授業で習ったフェアトレードマークがついているものを買ってみました！」と報告に来てくれた生徒もおり、学びを生活に生かす姿勢が育成できた。
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消費・環境川柳








